
　
茨
木
の
り

子
氏
の
詩
集

『
倚
り
か
か

ら
ず
』を
読

む
機
会
を
得
た
。「
倚
り
か
か

ら
ず
」は「
イ
マ
ジ
ン
」を
思
い

浮
か
ば
せ
た
。「
行
方
不
明
の

時
間
」は「
う
ん
、
う
ん
」と
一

人
肯
い
て
い
た
。
勤
務
医
時
代

か
ら
、
あ
る
時
間
だ
け
透
明
人

間
に
な
っ
て
行
方
不
明
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
今
も
そ

う
思
う
時
が
あ
る
。
独
り
2
〜

3
時
間
ふ
ら
ふ
ら
、
物
思
い
に

ふ
け
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。

そ
ん
な
時
間
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
る
▼
閑
話
休
題
、
京
都
で

は
1
9
6
7
年
か
ら
毎
年
、
京

都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
京
都
府
視

覚
障
害
者
協
会
な
ど
が
主
催
し

て
、「
白
杖
安
全
デ
ー
」と
い
う

啓
発
活
動
を
続
け
て
い
る
（
後

援
：
眼
科
医
会
、京
都
府
、京
都

市
等
）。
私
も
10
数
年
前
か
ら

参
加
し
て
い
る
。
い
つ
も
は
パ

レ
ー
ド
や
講
演
会
を
し
て
、市

民
の
方
々
に
視
覚
障
害
者
が
安

心
し
て
歩
け
る
街
を
作
っ
て
い

こ
う
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る

▼
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
21

年（
54
回
目
）か
ら
集
会
等
は
中

止
に
な
り
、「Y

ouT
ube

」で

発
信
。
今
年
は
「
な
あ
な
あ
聞

い
て
！　
私
た
ち
の
声
」〜
視

覚
障
害
者
の
安
全
な
外
出
の
た

め
に
〜
が
4
月
17
日
ま
で
配
信

さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
「
視
覚

障
害
者
と
白
い
杖
」
で
は
ス

タ
ッ
フ
が
歩
行
訓
練
な
ど
に
つ

い
て
、ま
た「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

と
と
も
に
歩
く
視
覚
障
害
者
の

声
」「
単
独
歩
行
す
る
視
覚
障

害
者
の
声
」「
盲
導
犬
と
と
も
に

歩
く
視
覚
障
害
者
の
声
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
当
事
者
の
方
々

が
思
い
を
話
さ
れ
て
い
る
。
是

非
ご
覧
あ
れ
（
検
索
「
第
55
回

白
杖
デ
ー
」）。 

（
励
無
）

　
最
近
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
、
有
名
俳

優
を
使
っ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
宣
伝
が
や
か
ま

し
い
ほ
ど
で
あ

る
。
身
分
証
明
や
各
種
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
加

え
て
保
険
証
と
し
て
の
利
用
な

ど
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
の
低
さ
へ
の
危
機
感
も

あ
ろ
う
が
、
手
を
変
え
品
を
変

え
お
上
が
宣
伝
す
る
か
ら
に

は
、
き
っ
と
何
か
裏
が
あ
り
は

し
な
い
か
と
、
つ
い
危
惧
し
て

し
ま
う
。
個
人
の
情
報
が
紐
づ

け
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の

解
析
で
丸
裸
に
さ
れ
か
ね
な
い
。

　
ま
た
個
人
資
産
や
個
人
の
経

済
状
態
が
筒
抜
け
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
そ
こ
は
政
府
と
い

う
か
お
上
を
信
じ
て
や
っ
て
み

よ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま

で
の
経
験
上
お
上
が
個
人
の
信

用
を
裏
切
る
こ
と
は
当
然
あ
る

こ
と
で
、
危
険
な
感
じ
が
す

る
。
例
え
ば
、
政
府
に
資
産
を

管
理
さ
れ
る
所
以
は
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
も
ち
ょ
っ

と
し
た
手
間
で
、
カ
ー
ド
は
必

要
な
い
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利

用
契
約
を
よ
く
よ
く
読
む
と
、

最
終
的
に
シ
ス
テ
ム
利
用
者
に

す
べ
て
の
責
任
と
同
意
を
追
い

つ
け
て
、
国
は
一
切
の
責
任
は

取
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
国
が
個
人
の
情
報
を
管
理

し
た
い
が
た
め
の
利
用
規
定
で

あ
る
。

　
協
会
は
こ
の
個
人
情
報
の
漏

え
い
か
ら
身
を
守
り
、
権
利
の

保
護
を
期
待
で
き
な
い
こ
と
を

周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

協
会
が
消
極
的
で
は
あ
る
が
、

保
険
証
提
示
の
代
わ
り
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
使
用
で
き

る
と
周
知
す
る
こ
と
に
若
干
の

抵
抗
を
示
し
て
い
る
理
由
は
こ

こ
に
あ
る
。
例
え
ば
、
将
来
的

に
政
府
が
強
制
的
に
こ
の
制
度

を
推
し
進
め
る
と
患
者
の
病
名

な
ど
重
要
な
個
人
情
報
が
カ
ー

ド
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
病
歴
が
数
十
年
に
渡
っ
て

簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
と
考
え
る
。
安
易
に
便

利
な
制
度
と
考
え
る
と
、
非
常

に
恐
ろ
し
い
面
が
あ
る
。

　
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
立

場
と
し
て
、
健
康
保
険
証
の
情

報
、
所
得
と
支
払
っ
た
税
金
の

情
報
、
公
的
年
金
の
情
報
、
住

民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情

報
、
雇
用
保
険
に
関
す
る
情

報
、
生
活
保
護
に
関
す
る
情

報
。
い
ず
れ
も
、
唯
々
諾
々
と

他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
も
の

で
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
悪
用
で
そ

う
い
っ
た
個
人
情
報
が
漏
れ
る

危
険
性
を
知
っ
た
上
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
の
推

移
を
見
守
り
た
い
。

医
療
含
め
た
個
人
情
報
の
集
約
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
リ
ス
ク
把
握
を

　
2
0
2
0
年
1
月
以
降
、
府

で
こ
れ
ほ
ど
の
死
者
数
が
報
告

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
22
年
2

月
15
日
以
降
、
死
亡
が
報
告
さ

れ
な
か
っ
た
日
は
1
日
も
な

く
、
3
月
16
〜
18
日
は
毎
日
10

人
の
死
亡
が
報
告
さ
れ
て
い

る
ⅱ
。

　
府
が
3
月
17
日
に
発
表
し
た

「
死
亡
者
の
状
況
」ⅲ
で
は
、

ほ
ぼ
第
6
波
の
始
ま
り
か
ら
今

日
ま
で
に
重
な
る
「
21
・
12
・

21
〜
22
・
3
・
14
」（
84
日
間
）

の
死
亡
者
が
計
2
5
0
人
（
上

図
）。
こ
れ
に
対
し
第
5
波
以

前
の
「
20
・
1
・
30
〜
21
・

12
・
20
」（
6
9
1
日
間
）
の

死
亡
者
は
計
算
上
2
9
2
人
と

な
る
。
こ
れ
を
1
日
当
た
り
に

直
す
と
前
者
は
2
・
98
人
、
後

者
は
0
・
42
人
と
な
り
、
京
都

府
に
お
け
る
第
6
波
の
死
亡
者

が
い
か
に
多
い
か
が
わ
か
る
。

新
聞
報
道
で
も
「
第
6
波
で
の

　
3
月
24
日
現
在
、
都
道
府
県

別
の
「
人
口
あ
た
り
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
死
者
数
の
推

移
」
デ
ー
タ
ⅰ
に
よ
る
と
京
都

府
は
ワ
ー
ス
ト
1
を
独
走
中
で

あ
る
。
同
デ
ー
タ
は
「
7
日
間

の
新
規
死
者
数
」（
人
口
1
0

0
万
人
あ
た
り
）
の
数
値
。
全

国
の
新
規
死
者
数
が
「
5
・
7

人
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
京
都

府
は
「
20
・
6
人
」。
2
位
の

大
阪
府
で
さ
え
「
14
・
5
人
」

で
、
極
め
て
多
い
。

る
。
こ
の
「
自
宅
」
に
「
高
齢

者
施
設
等
」
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る

死
亡
者
は
全
体
の
死
亡
者
数
に

含
ま
れ
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
何
ら
問
題
意
識
を
持
た

ず
に
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
、「
自

宅
」
で
も
「
施
設
」
で
も
な
い

の
だ
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
人
は

全
員
「
病
院
」
で
亡
く
な
っ
た

（
つ
ま
り
入
院
し
、
医
療
に
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
た
）
か
の

よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
府
関

府
内
の
死
者
総
数
」
は
「
19

日
、
2
9
7
人
」
に
な
り
、

「
3
カ
月
弱
で
、
昨
年
7
月
〜

12
月
の
第
5
波
の
死
者
数
（
49

人
）
の
6
倍
に
達
し
た
」
と
さ

れ
て
い
る
ⅳ
。「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
よ
る
感
染
は
デ
ル
タ
株
に

比
べ
て
相
対
的
に
入
院
の
リ
ス

ク
、
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
低

い
」ⅴ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
、
特
別
に
原
因
の
究

明
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
疑

う
べ
き
は
、
感
染
し
た
時
に
速

や
か
に
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
あ
ら
た
め
て
焦
点
と
な
る
の

が
陽
性
と
な
っ
た
高
齢
者
施
設

入
所
者
の
「
留
め
置
き
」
問
題

で
あ
る
。
協
会
は
2
月
25
日
、

府
知
事
宛
の
要
請
で
「
高
齢
・

高
リ
ス
ク
者
の
入
所
先
へ
の
放

置
を
解
消
し
必
要
な
医
療
を
保

障
す
る
こ
と
」
を
求
め
、
府
議

会
で
も
審
議
が
な
さ
れ
た
（
本

紙
第
3
1
1
8
号
既
報
）。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
、
府
デ
ー
タ

を
見
る
と
疑
問
が
生
じ
る
。

　
府
は
21
年
12
月
21
日
〜
3
月

14
日
の
死
亡
者
数
を
2
5
0
人

と
し
、
そ
の
内
訳
を
「
基
礎
疾

患
（
あ
り
・
な
し
・
不
明
）」

「
う
ち
宿
泊
療
養
施
設
で
の
死

亡
」「
う
ち
自
宅
で
の
死
亡
」

に
分
類
し
て
い
る
。「
う
ち
自

宅
で
の
死
亡
」
は
13
人
で
あ

死亡者の状況（21.12.21～22.3.14）　死亡者数：250人（男性：145人、女性：105人） （人）

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90歳以上 計
陽性者数 17,844 16,454 15,120 14,367 15,418 9,388 5,790 5,031 3,752 1,834 104,998

死亡者数 1 1 1 3 7 8 51 99 79 250

基礎疾患
あり 1 1 3 5 7 35 80 65 197

なし 1 2 2 5 10

不明 2 1 14 17 9 43

うち宿泊療養施設での死亡 0

うち自宅での死亡 1 6 6 13

（参考）死亡者の状況（20.1.30～22.3.14）　死亡者数：542人（男性：299人、女性：243人） （人）

20代未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代以上 計
陽性者数 40,934 23,656 19,323 20,770 13,987 8,073 6,909 5,067 2,317 141,036

死亡者数 1 2 1 6 14 25 125 212 156 542

基礎疾患
あり 1 1 4 10 20 96 181 132 445

なし 1 1 1 2 6 7 8 26

不明 1 4 3 23 24 16 71

うち宿泊療養施設での死亡 1 1

うち自宅での死亡 1 1 2 9 6 19

京都府がワースト1を記録 
人口あたりコロナ死亡者数
重要なのは「医療につながったのか」

入
所
者
に
医
療
提
供
で
き
て
い
た
の
か

係
者
は
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
自

宅
で
亡
く
な
っ
た
人
は
「『
最

期
は
自
宅
で
看
取
り
た
い
』
と

あ
え
て
入
院
や
延
命
治
療
を
求

め
な
か
っ
た
り
、
死
後
に
感
染

が
判
明
す
る
事
例
だ
」
と
答
え

て
い
る
ⅵ
。

　
こ
の
報
道
で
は
、
京
都
で
は

希
望
す
る
人
が
入
院
し
、
医
療

に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が

そ
れ
が
事
実
な
の
か
は
疑
わ
し

い
。
さ
ら
に
協
会
に
寄
せ
ら
れ

た
情
報
に
よ
る
と
、
入
院
医
療

機
関
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
と

さ
れ
る
人
の
中
に
も
、
少
な
か

ら
ず
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
心
肺
機
能
停

止
）
で
搬
送
さ
れ
た
方
が
含
ま

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
国
が
発
表
す
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
の
療
養
状
況
、
病
床
数
に
関

す
る
調
査
結
果
」ⅶ
に
は
「
自

宅
療
養
者
数
」
の
う
ち
「
社
会

福
祉
施
設
等
療
養
者
数
」
が
2

月
9
日
以
降
は
連
日
「
0
人
」

と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
も
、
現
場
か
ら
疑
念
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
デ
ー
タ
だ
け

で
は
府
に
お
い
て
入
院
を
必
要

と
す
る
患
者
を
医
療
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
ど
う

か
、
誰
も
正
確
に
把
握
・
検
証

で
き
な
い
。

　
医
療
者
と
し
て
、
医
療
に
つ

な
が
る
こ
と
さ
え
で
き
ず
に
人

々
が
生
命
を
落
と
す
こ
と
は
耐

え
難
い
。
そ
れ
が
シ
ス
テ
ム
の

問
題
、
政
策
の
問
題
で
あ
れ
ば

な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
府
は
今

回
の
「
ワ
ー
ス
ト
1
」
を
受

け
、
あ
ら
た
め
て
入
院
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
デ
ー
タ
開
示
の
あ
り

方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

 

（
注
釈
2
面
）

　
府
デ
ー
タ
は
そ
も
そ
も
不
自

然
で
あ
る
。
府
が
毎
日
発
表
す

る
「
最
新
感
染
状
況
」
の
「
検

査
陽
性
者
の
状
況
」
に
お
け
る

「
自
宅
療
養
」
の
人
数
に
は
施

設
入
所
者
が
含
ま
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
死
亡

者
」
の
デ
ー
タ
で
は
わ
ざ
わ
ざ

施
設
入
所
者
を
自
宅
療
養
か
ら

除
外
し
た
の
か
。

必
要
な
人
に
必
要
な
医
療
を

2 0 2 2 年 （令和 4年） 4 月 1 0 日 第 3 1 1 9 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

改
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み
る
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面
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談

（
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協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
6
波

で
は
、
高
齢
患
者
が
入
院
で
き

ず
に
介
護
施
設
な
ど
に
留
め
置

か
れ
て
死
亡
す
る
事
例
が
目

立
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
次
改
定
は
急
性
期
病
床
削
減

な
ど
従
前
の
医
療
提
供
体
制
改

革
を
加
速
す
る
こ
と
に
力
点
が

置
か
れ
、
高
齢
者
が
入
院
し
て

重
症
化
を
回
避
し
最
善
の
治
療

を
受
け
る
条
件
を
狭
め
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
急
性

期
入
院
医
療
の「
重
症
度
、医

療・看
護
必
要
度
」の
見
直
し
で

あ
る
。A
項
目
の
「
心
電
図
モ

ニ
タ
ー
管
理
」
が
削
除
さ
れ
た

影
響
は
大
き
い
。
中
医
協
で
は

急
性
期
一
般
1
基
準（
7
：
1
）

を
満
た
す
病
院
が
14
・
2
％
減

少
し
、
特
に
2
0
0
床
未
満
で

は
27
・
8
％
減
少
す
る
と
試
算

し
、
狙
い
撃
ち
し
た
形
だ
。
中

小
規
模
病
院
を
中
心
に
急
性
期

医
療
を
担
う
病
床
維
持
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の

診
療
で
は
、
感
染
防
護
の
観
点

か
ら
看
護
師
な
ど
の
マ
ン
パ

ワ
ー
が
よ
り
多
く
必
要
で
あ

る
。
第
6
波
で
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
患
者
の
治
療
を
行
っ
た
病

床
の
看
護
基
準
が
下
が
れ
ば
適

切
な
医
療
提
供
が
で
き
な
く
な

る
。
病
床
ひ
っ
迫
に
よ
る
年
齢

差
別
を
助
長
し
、
現
場
で
治
療

に
当
た
る
医
療
従
事
者
に
苦
渋

の
選
択
を
強
い
る
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
今
次
改
定
の

大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
高
度
か
つ
専
門
的

な
急
性
期
医
療
の
提
供
体
制
の

評
価
と
銘
打
っ
て
急
性
期
充
実

体
制
加
算
が
新
設
さ
れ
た
。
第

三
次
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
こ

と
や
、
年
間
の
全
麻
の
手
術
2

0
0
0
件
以
上
な
ど
の
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
該
当
医
療
機

関
は
全
国
で
も
少
な
い
。
高
点

数
に
設
定
し
病
院
の
大
規
模
集

中
に
よ
る
再
編
を
象
徴
し
て
い

る
。

　
地
域
医
療
構
想
で
は
機
能
分

化
と
銘
打
っ
て
、
病
院
の
大
規

模
集
積
集
中
、
中
小
病
院
切
り

捨
て
の
方
向
が
目
立
っ
て
い

る
。
外
来
機
能
報
告
制
度
に
も

リ
ン
ク
さ
せ
、
外
来
を
紹
介
受

診
重
点
医
療
機
関
と
か
か
り
つ

け
医
に
二
極
化
さ
せ
る
方
向
を

打
ち
出
し
、
そ
の
一
方
で
一
般

病
床
2
0
0
床
以
上
の
紹
介
受

診
重
点
医
療
機
関
に
は
同
入
院

料
加
算
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　
加
え
て
紹
介
受
診
重
点
医
療

機
関
に
は
定
額
負
担
額
が
導
入

さ
れ
た
。
初
診
で
は
7
0
0
0

円
、
再
診
で
は
3
0
0
0
円
に

引
き
上
げ
、
そ
の
分
を
病
院
の

初
診
料
か
ら
控
除
す
る
仕
組
み

だ
。
7
割
の
保
険
給
付
を
定
め

た
健
康
保
険
法
に
違
反
す
る
と

と
も
に
、
病
院
に
は
地
域
連
携

努
力
不
足
に
対
す
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
設
定
し
た
形
だ
。
今

後
、
か
か
り
つ
け
医
の
制
度
化

な
ど
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
時
の
医
療

提
供
体
制
と
し
て
協
会
が
注
目

し
た
感
染
防
止
対
策
加
算
に
か

え
て
感
染
対
策
向
上
加
算
が
新

設
拡
充
さ
れ
、
診
療
所
も
対
象

に
加
え
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
第
6
波
で
は
介
護
施
設
で

の
感
染
が
広
が
り
、
施
設
で
の

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
例
が

多
発
し
た
。
す
べ
て
の
医
療
機

関
に
加
え
て
介
護
施
設
を
包
括

す
る
加
算
と
し
て
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

　
Ｑ
、
診
療
所
を
閉
院
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
閉
院
前
に

患
者
と
診
察
に
つ
い
て
少
し
見

解
の
相
違
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
患
者
か
ら
は
何
も
言
っ

て
き
ま
せ
ん
。
閉
院
し
た
後
で

も
、
患
者
は
過
去
の
診
療
行
為

に
つ
い
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

　
Ａ
、
⑴
訴
訟
で
き
る
か

　
患
者
は
、
医
師
と
の
診
療
契

約
に
不
履
行
が
あ
れ
ば
損
害
賠

償
請
求
権
を
取
得
し
ま
す
。

　
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
消

滅
時
効
は
、
権
利
を
行
使
し
う

る
時
か
ら
20
年
、
行
使
し
う
る

こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
5
年

（
民
法
1
6
6
条
第
1
項
1
号
、

1
6
7
条
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。 　

た
だ
し
、
改
正
民
法
が
施
行

さ
れ
た
21
年
9
月
1
日
よ
り
前

に
発
生
し
た
医
療
事
故
に
関
し

て
は
、
消
滅
時
効
期
間
は
「
権

利
を
行
使
し
う
る
時
か
ら
10

年
」
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
「
権
利
を
行
使

し
う
る
時
」
に
つ
い
て
は
、
事

案
に
よ
り
異
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
民
法
改
正
前
の
裁
判
例
で

は
ガ
ー
ゼ
遺
残
の
事
案
で
手
術

か
ら
25
年
経
過
し
た
後
の
損
害

賠
償
を
認
め
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
し
も
医
療
事
故
発
生

の
時
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

　
⑵
閉
院
後
の
カ
ル
テ
の
保
存

期
間

　
保
険
医
療
機
関
で
は
、
患
者

の
診
療
録
の
保
存
期
間
は
、
完

結
の
時
か
ら
5
年
間
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
療
担
規
則
9
条
）。

　
閉
院
の
区
別
な
く
、
5
年
間

は
保
存
し
て
下
さ
い
。

　
閉
院
の
場
合
は
、
更
新
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
の
で
、
デ
ー
タ

に
取
り
込
む
方
法
で
も
構
い
ま

せ
ん
。た
だ
、パ
ス
ワ
ー
ド
の
失

念
等
、
閲
覧
・
謄
写
が
で
き
な

く
な
る
と
、
い
く
ら
保
存
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
認
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ
で

の
保
存
の
場
合
は
か
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
の
内
容
に
注
意
し
て
下

さ
い
。
ま
た
医
師
の
死
亡
に
伴

う
閉
院
の
場
合
、
相
続
人
が
保

存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
⑶
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る

　
協
会
は
、
2
月
5
日
に
与

謝
・
北
丹
医
師
会
と
の
懇
談
会

を
地
区
会
員
、
協
会
事
務
所
と

を
繋
ぐ
ウ
ェ
ブ
形
式
に
て
開

催
。
地
区
か
ら
13
人
、
協
会
か

ら
6
人
が
出
席
し
た
。
与
謝
医

師
会
の
日
置
潤
也
常
務
理
事
の

療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
丹

後
保
健
所
管
内
で
の
感
染
状
況

や
、
地
区
医
師
会
が
保
健
所
と

協
力
し
て
自
宅
療
養
者
に
対
す

る
電
話
診
療
・
訪
問
診
療
の
体

制
を
確
保
し
て
対
応
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

従
業
員
に
陽
性
者
が
出
た
時

に
、
ど
の
よ
う
に
医
療
機
関
を

継
続
す
る
の
か
大
き
な
懸
念
が

あ
る
と
し
て
、
そ
う
い
っ
た
事

例
が
あ
る
か
問
わ
れ
た
。
協
会

か
ら
は
、
従
業
員
に
つ
い
て
の

事
例
は
な
い
が
、
患
者
で
陽
性

者
が
出
た
時
に
保
健
所
か
ら
は

基
本
的
な
防
護
策
を
講

じ
て
い
れ
ば
、
診
療
継

続
は
最
終
的
に
は
医
師

の
判
断
だ
と
言
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
感
染
対
策

は
し
っ
か
り
と
し
た
う

え
で
、
診
療
を
継
続
す

れ
ば
良
い
と
考
え
る
と

回
答
し
た
。

　
そ
の
他
、
代
議
員
会

の
運
営
方
法
に
つ
い
て

司
会
で
進
め
ら
れ
、
与
謝
医
師

会
の
山
根
行
雄
会
長
は
冒
頭
、

「
懇
談
会
で
の
協
会
の
情
報
提

供
は
い
つ
も
分
か
り
や
す
い
。

本
日
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
も
議
論
を
大
変
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

協
会
か
ら
は
、
鈴
木
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
。
今
年
度
の
共
通

テ
ー
マ
で
あ
る
①
2
0
2
2
年

度
診
療
報
酬
改
定
―
コ
ロ
ナ
で

ど
う
な
る
中
医
協
で
の
議
論
②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り

巻
く
諸
課
題
と
今
後
の
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て
話
題
提
供
し

た
。

　
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
は
地
区
よ
り
、
①
リ
フ
ィ

ル
処
方
の
仕
組
み
（
長
期
処
方

と
の
違
い
）
②
後
発
医
薬
品
使

用
割
合
に
応
じ
た
減
算
評
価
の

強
化
③
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

に
お
け
る
「
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
踏
ま
え
た
指
針
の
作
成
に
つ

い
て
―
質
問
が
あ
っ
た
。
協
会

か
ら
は
、
①
に
つ
い
て
一
般
的

な
長
期
処
方
の
限
度
は
90
日
だ

が
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
で
は
1
回

目
が
90
日
処
方
だ
っ
た
場
合
、

こ
れ
を
繰
り
返
し
2
回
使
う
こ

と
が
で
き
、都
合
2
7
0
日
間
、

医
師
の
診
察
な
く
投
薬
を
継
続

で
き
る
仕
組
み
に
な
る
こ
と
。

②
に
つ
い
て
は
調
剤
報
酬
に
お

い
て
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合

が
低
い
薬
局
に
お
け
る
減
算
が

強
化
さ
れ
、
医
療
機
関
に
お
い

て
は
加
算
の
基
準
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
。③
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
適
切
な
意
思
決
定
支
援

に
関
す
る
指
針
の
作
成
が
求
め

ら
れ
る
（
※
22
年
9
月
30
日
ま

で
は
作
成
し
て
い
る
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
る
）
こ
と
を
説
明
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
諸
課
題
と
医

の
提
案
や
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

の
医
師
殺
害
事
件
と
応
召
義
務

の
関
係
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
状
況
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

　
最
後
に
北
丹
医
師
会
・
齊
藤

治
人
会
長
か
ら
「
本
日
の
よ
う

に
自
由
に
質
問
を
し
て
そ
れ
に

丁
寧
に
解
説
し
て
も
ら
え
る
こ

と
は
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
継

続
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
終
了
し
た
。

患
者
の
カ
ル
テ

　
法
律
上
、
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
期
間
の

経
過
後
に
カ
ル
テ
を
破
棄
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。

　
た
だ
、
カ
ル
テ
が
有
力
な
証

拠
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に

は
、
消
滅
時
効
が
経
過
す
る
ま

で
保
存
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ご
心
配
の
場
合
に
は
、
念
の

た
め
、
保
険
医
協
会
に
ご
相
談

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

付録でお届けしています

2022

改定こうみる
診療報酬

2

医
療
提
供
体
制
改
革
加
速
の
み
に
力
点

入 

院
・
有
床
診 

理
事
　
吉
中 

丈
志

与
謝・北
丹
医
師
会
と
懇
談

2
月
5
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
な
ど
22
年
改
定
で
意
見
交
換

出
席
者
19
人
で
開
催
さ

れ
た
与
謝
・
北
丹
医
師

会
と
の
懇
談

【
1
面
注
釈
】

　
ⅰ 

札
幌
医
科
大
学
医
学

部
附
属
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
医
学

研
究
所
ゲ
ノ
ム
医
科
学
部
門　
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ed.
ac.jp/canm
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virus/japan_death.
htm
l

　
ⅱ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
設
サ
イ
ト・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
京

都
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
デ
ー
タ　

https://w
w
w
3.nhk.

or.jp/new
s/special/

coronavirus/data/
pref/kyoto.htm

l

　
ⅲ 

京
都
府
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
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ス
感
染
症
第
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回
対

策
本
部
会
議

　
ⅳ 

読
売
新
聞　
2
0
2

2
年
3
月
20
日 （
日
）
配
信

　
ⅴ 

第
77
回
（
令
和
4
年

3
月
23
日
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ

イ
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リ
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ボ
ー
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ⅵ 

読
売
新
聞　
2
0
2

2
年
3
月
20
日 （
日
）
配
信

　
ⅶ 

厚
生
労
働
省
「
療
養

状
況
等
及
び
入
院
患
者
受
入

病
床
数
等
に
関
す
る
調
査
に

つ
い
て
」https://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/stf/seisa

kunitsuite/new
page_

00023.htm
l

困ったときは  まずご連絡を
保険請求など   日常診療をサポート

©もへろん

保険請求の疑問、審査・指導の相談など、協会
は日常診療での会員・医療機関従業員からのご
相談に対応しています。新規個別指導をはじめ、
指導の不安や疑問もご相談下さい。しっかりサ
ポートします。

22年４月１日時点の
入院外における診療
報酬の臨時的取扱い
を一覧にまとめまし
た。ご活用下さい。

コロナ
臨時的取扱い
早見表
（入院外）

2 0 2 2 年 (令和 4年) 4 月 1 0 日第 3 1 1 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

弁護士が
対応方法

を

お答えしま
す

そこのところが知りたかった！
医療安全

Q A&
9
vol

「賠償請求できる期間、
カルテ保存期間」

あやめ法律事務所
松尾 美幸 弁護士



　
協
会
は
下
京
西
部
医
師
会
と

の
懇
談
会
を
2
月
16
日
に
ウ
ェ

ブ
形
式
で
開
催
。
地
区
か
ら
7

人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し

た
。
下
京
西
部
の
岡
林
秀
興
副

会
長
が
司
会
を
つ
と
め
、
中
野

昌
彦
会
長
が
「
府
市
民
の
健
康

福
祉
の
た
め
、
会
員
の
福
利
厚

生
の
た
め
の
協
会
の
活
躍
に
感

謝
。
府
医
と
は
違
う
切
り
口
、

違
う
視
点
か
ら
の
活
動
は
興
味

深
く
、
か
つ
頼
り
に
し
て
い

る
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
で
述
べ

た
。
続
い
て
協
会
の
鈴
木
理
事

今
後
の
医
療
提
供
体
制
を
報
告

し
、
意
見
交
換
し
た
。

　
医
師
の
偏
在
問
題
に
つ
い
て

地
区
か
ら
協
会
の
見
解
を
問
わ

れ
、
地
域
医
療
構
想
、
医
師
の

偏
在
対
策
、
働
き
方
改
革
の
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
病
床
数
を

減
ら
し
て
集
約
化
し
、
勤
務
医

の
労
働
時
間
を
減
ら
し
、
病
院

外
来
を
縮
小
さ
せ
入
院
に
医
師

を
回
す
と
い
う
国
の
思
惑
を
解

説
。
一
方
で
2
0
4
0
年
に
は

医
師
が
過
剰
に
な
る
こ
と
を
前

提
に
養
成
数
を
検
討
し
て
い
る

が
、
こ
の
医
師
養
成
数
は
実
際

の
医
療
需
要
に
見
合
っ
て
い
る

の
か
と
の
問
題
意
識
を
示
し

た
。
さ
ら
に
、
医
師
多
数
区
域

で
規
制
し
て
も
、
地
域
を
再
生

さ
せ
る
と
い
う
根
本
的
議
論
な

し
に
は
医
師
少
数
地
域
の
解
決

に
は
な
ら
な
い
。
医
師
の
自
由

に
全
て
の
責
任
が
あ
る
か
の
よ

う
に
喧
伝
し
、
働
か
せ
過
ぎ
の

勤
務
医
と
決
ま
っ
た
時
間
し
か

働
か
な
い
開
業
医
と
揶
揄
し
て

分
断
し
て
い
る
。
開
業
医
が
悪

い
と
の
論
調
に
は
対
抗
し
て
い

　
協
会
は
2
月
19
日
、
左
京
医

師
会
と
の
懇
談
を
参
加
者
と
協

会
会
議
室
を
ウ
ェ
ブ
で
繋
ぎ
開

催
。
地
区
か
ら
16
人
、
協
会
か

ら
6
人
が
出
席
し
た
。
懇
談
会

は
左
京
医
師
会
の
塩
見
聡
史
副

会
長
の
司
会
で
開
会
。
伊
地
智

俊
晴
会
長
、
協
会
の
鈴
木
理
事

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
①
2
0

2
2
年
度
診
療
報
酬
改
定
―
コ

ロ
ナ
で
ど
う
な
る
中
医
協
で
の

議
論
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
取
り
巻
く
諸
課
題
と
今
後
の

医
療
提
供
体
制
③
各
部
会
か
ら

の
報
告
な
ら
び
に
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
の
順
に
意
見
交
換
し
た
。

　
意
見
交
換
は
、
今
回
診
療
報

酬
改
定
に
伴
い
導
入
さ
れ
る
リ

フ
ィ
ル
処
方
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
注
目
さ
れ
た
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
中
心
に
行
っ
た
。

初
め
に
地
区
か
ら
、「
リ
フ
ィ

ル
処
方
箋
に
つ
い
て
中
医
協
で

議
論
が
な
い
ま
ま
、
政
治
主
導

で
導
入
が
突
然
決
定
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
リ
フ
ィ
ル
処

方
の
場
合
、
薬
剤
師
が
患
者
に

体
調
な
ど
聞
い
て
管
理
す
る
と

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
教
育
を

受
け
て
い
な
い
薬
剤
師
に
管
理

さ
せ
る
制
度
自
体
間
違
っ
て
い

る
。
途
中
で
具
合
が
悪
く
な
っ

た
場
合
、
誰
が
責
任
を
持
つ
の

医
協
で
も
突
然
の
議
論
だ
っ
た

と
思
う
。
財
務
省
や
政
府
側
の

意
見
で
、
中
医
協
を
頭
ご
な
し

に
押
さ
え
つ
け
る
よ
う
な
改
定

が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
保
険
医
療
養
担
当
規
則

の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
の
繰
り
返
し
使
用
を
含
め
た

投
与
量
は
医
師
が
予
見
で
き
る

範
囲
と
す
る
と
書
き
込
ま
れ
る

よ
う
で
あ
り
、
発
行
し
た
医
師

の
責
任
に
な
る
と
回
答
し
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て
地

区
か
ら
は
、「
か
か
り
つ
け
医

と
専
門
医
の
分
け
方
は
難
し

い
。
自
由
開
業
制
や
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
は
非
常
に
良
い
こ
と
だ

と
思
う
が
、
医
療
費
の
増
大
に

つ
な
が
り
難
し
い
問
題
で
あ

る
」「
大
学
病
院
で
慢
性
疾
患

の
薬
を
処
方
し
て
も
ら
っ
て
い

る
等
、
ま
ず
90
日
処
方
を
な
く

す
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
協
会
か

ら
は
、「
か
か
り
つ
け
医
と
い

う
定
義
が
曖
昧
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
惑
で
か
か
り
つ
け
医
を
定
義

す
る
の
で
混
乱
す
る
。
国
は
病

院
の
外
来
診
療
集
中
を
防
ぎ
、

勤
務
医
の
労
働
時
間
を
短
縮
す

き
た
い
と
し
た
。
地
区
か
ら

は
、
地
域
に
研
修
で
医
師
を
回

す
と
都
市
部
の
不
足
状
況
に
拍

車
が
か
か
る
う
え
に
専
攻
医
の

シ
ー
リ
ン
グ
が
決
ま
っ
て
い

る
。
国
は
都
道
府
県
の
事
情
を

考
え
ず
画
一
的
で
あ
り
、
地
域

枠
は
県
単
位
で
な
く
広
域
で
考

え
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
べ
き

と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
、
地
区
か
ら
3
回
目
の
予
防

接
種
の
遅
れ
が
医
療
の
ひ
っ
迫

に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
京
都

府
、
京
都
市
が
3
回
目
接
種
を

加
速
化
す
る
よ
う
働
き
か
け
て

ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
協
会
か
ら
は
す
で

る
狙
い
が
あ
る
。
病
院
の
外
来

か
ら
締
め
出
さ
れ
た
患
者
の
受

皿
が
開
業
医
で
、
中
で
も
か
か

り
つ
け
機
能
を
受
け
持
つ
医
療

機
関
を
定
め
誘
導
し
よ
う
と
し

て
い
る
」
と
し
た
。

　
最
後
に
松
下
匡
孝
副
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
懇
談
会
を
終
了

し
た
。

に
要
望
し
て
い
る
と
回
答
し

た
。

　
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、

地
区
か
ら
看
護
職
員
の
処
遇
改

善
が
目
玉
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
給
与
体
系
は
慎
重
に
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
簡
単

に
変
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
宣
伝
さ
れ
る
こ
と
に
戸
惑
い

を
感
じ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
武
田
純
副
会
長
か

ら
、「
こ
う
し
た
懇
談
は
行
政

に
提
言
し
て
も
ら
え
る
意
義
が

あ
る
の
で
、
大
事
だ
と
考
え
て

い
る
。
意
思
疎
通
を
増
や
し
て

地
域
医
療
を
良
い
方
向
に
進
め

た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
で
締
め

く
く
っ
た
。

長
が
あ
い
さ
つ
。

　
地
区
か
ら
「
医
師
の

偏
在
問
題
、
科
別
の
偏

在
、
地
理
的
偏
在
」
に

つ
い
て
問
題
提
起
が
あ

り
、
協
会
か
ら
①
2
0

2
2
年
度
診
療
報
酬
改

定
―
コ
ロ
ナ
で
ど
う
な

る
中
医
協
で
の
議
論
②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
取
り
巻
く
諸
課
題
と

か
」「
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
を
出
す
出
さ
な
い
は

医
師
の
裁
量
の
よ
う
な

の
で
、
協
会
で
『
当
院

は
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
は

出
し
ま
せ
ん
』
と
い
う

ポ
ス
タ
ー
を
作
り
会
員

に
配
布
す
る
計
画
は
な

い
の
か
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
協
会
か
ら
は
、
中

出
席
者
13
人
で
開
催
さ

れ
た
下
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談

医療法人講習会のご案内

日 時  4月28日（木） 午後 2 時 ～ 4 時
場 所  保険医協会・ルームＡ
講 師  ひろせ税理士法人
  認定登録 医業経営コンサルタント   常田 幸男 氏
定 員  15人　　 参加費　1,000円

　最近の医療法人の設立状況、法人化のメリット・デメリッ
ト・タイミング、税制改正による影響などを講習します。目
先の節税だけに捉われた法人化は危険です。メリット・デメ
リットを「腑に落とす」ことが成功の秘訣です。医療法人の
設立から解散・承継までを長期スパンで解説いたします。医
業経営の方向性を検討する一助として、是非ご参加下さい。
お申込みは、協会事務局まで。

出
席
者
22
人
で
開
催
さ

れ
た
左
京
医
師
会
と
の

懇
談

本紙は協会ホーム
ページからも
ご覧いただけます

◆75歳以上の窓口2割化中止を
◆9条改憲NO!

～署名にご協力下さい～

協会では、現在上記署名に取り組んでいます。ぜひ
ご協力をお願いします。

第二次締切は４月末
署名用紙は本紙第3116号でお届けしていますが、
協会事務局までご連絡いただけたら、必要部数をお
送りします。

2 0 2 2 年 (令和 4年) 4 月 1 0 日 第 3 1 1 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

下
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

2
月
16
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

医
師
の
偏
在
問
題
で
意
見
交
換

左
京
医
師
会
と
懇
談

2
月
19
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
懸
念
の
声

　保団連ホームページでは、他府県の会員でも参加・視聴できる、各地の保険医
協会・保険医会主催のウェブ研究会・講習会を案内しています。企画概要等の詳
細は、保団連情報サービスに登録した
会員（登録無料）が閲覧できます。保団
連情報サービスの案内は本紙3117号
にてお届けしました。ご活用下さい。

  【今後の予定】

■ 神奈川県保険医協会（4月21日）

 第603回月例研究会「高血圧症・生活習慣病の最新の話題」
   　　石上 友章 氏 （横浜市立大学付属病院 循環器内科 准教授）

■ 熊本県保険医協会（4月27日）

 ジェネリック医薬品の現状と正しい選び方
   　　大谷 道輝 氏

■ 熊本県保険医協会（5月14日）

 待ったなし！ 医師の働き方改革
   　　馬場 秀夫 氏

研究会交流サイトのご活用を

保団連情報サービスの
登録はこちらから

保団連

研究会交流サイトは
こちらから

https://hodanren.doc-net.or.jp/
kenkyu/index.html



　2021年５月公布の「良質かつ適切な医療を効率的
に提供する体制の確保を推進するための医療法等の
一部を改正する法律」に基づく「外来機能報告制
度」が22年４月１日に施行された。
　同制度の施行は、小泉政権以降推進されてきた、
国が地域における病床数・医師数コントロール権を
握り、都道府県を実施主体に国の構想する医療提供
体制を実現する医療制度構造改革がクライマックス
を迎えることを意味する。

４月から始まる 「外来機能報告制度」

　外来機能報告制度は地域医療構想における「病床
機能報告制度」の外来版といえる。
　同制度の概要を以下、国の示した「外来機能報告
等に関するガイドライン」（2022年３月16日、以下
ＧＬと表記ⅰ）を参照し、解説する。
　施行は22年４月だが、対象医療機関の実際の報告
は10月が予定されている。報告義務を課される医療
機関（＝対象医療機関）は病院並びに有床診療所で
あり、無床診療所は「任意」である。
　対象医療機関に求められる報告項目は次のとお
り。
　①「医療資源を重点的に活用する外来の実施状
況」
　入院の前後の外来（診療報酬上のＫ：手術、Ｊ：
処置、Ｌ：麻酔コード等を算定する医療）や、高額
等の医療機器・設備を必要とする外来（診療報酬
上、外来科学療法加算、外来放射線治療加算等を加
算する医療）、そして特定の領域に特化し、紹介患
者に対応する外来の患者延人数、実施件数とその詳
細。
　②「『医療資源を重点的に活用する外来を地域で
基幹的に担う医療機関』（＝紹介受診重点医療機関
※後述）となる意向の有無」
　③「地域の外来機能の明確化・連携の推進のため
に必要なその他の事項」
　ⅰ）その他の外来・在宅医療・地域連携の実施状
況（生活習慣病管理料等の算定状況）
　ⅱ）救急医療の実施状況
　ⅲ）紹介・逆紹介の状況（紹介率・逆紹介率）
　ⅳ）外来における人材の配置状況
　ⅴ）高額等の医療機器・設備の保有状況
　ただし、ＮＤＢデータから抽出できるものはあら
かじめ提供される。

　地域には報告を踏まえた「協議の場」が設定され
る（「地域医療構想調整会議」の活用も可能）。この
協議の場で議題となるのが「紹介受診重点医療機関
の取りまとめに向けた協議」と「外来機能の明確
化・連携に向けた協議」である。
　「紹介受診重点医療機関」（以下、重点医療機関）
は４月からの新点数にも登場している。従来、特定
機能病院および一般病床200床以上の地域医療支援
病院に課されていた「紹介状なしで受診した患者か
らの定額負担金徴収義務」を拡大し、新たに加えら
れた医療機関であるⅱ。協議の場はこれを決定す
る。重点医療機関となる「基準」は、外来機能報告
において、外来件数のうち「医療資源を重点的に活
用する外来」の割合が、初診基準：「40％以上」、再
診基準：「25％以上」とされる。同時に「参考とす
る紹介率・逆紹介率」が「紹介率50％以上」かつ
「逆紹介率40％以上」とされる。これらの基準を満
たし、自ら重点医療機関となる意向を示した医療機
関は「特別な事情がない限り」、紹介重点医療機関
となることが想定される。
　一方の「外来機能の明確化・連携に向けた協議」
に用いられるデータは、診療報酬上の生活習慣病管
理料、特定疾患療養管理料、小児かかりつけ診療
料、地域包括診療料、地域包括診療加算等の算定状
況である。これら点数のほとんどはいわゆる「かか
りつけ医機能」を評価する点数である。ＧＬは「（重
点医療機関の）紹介元・逆紹介先となる『かかりつ
け医機能を担う医療機関』」等について「データに
基づく議論を行う必要」があると述べている。

外来機能の２分化

　以上を踏まえると、本制度を通じて国が構想する
外来医療提供体制においては、地域の外来医療を担
う医療機関が「紹介受診重点医療機関」と「かかり
つけ医機能を担う医療機関」の「２種類」に大別さ
れるものと考えられる（図）。
　今回報告義務の課された病院・有床診療所であれ
ば、特定機能病院、地域支援病院に加え、新たに紹
介受診重点医療機関、かかりつけ医機能を担う病院
に分化されることになる（表）。しかし、そのいず
れにもあたらない病院も確実に存在するはずであ
る。そうした病院は国の将来構想へどのように位置
づけられるのか、ＧＬには特に書かれていない。
　今回のＧＬからは「書かれていないこと」を読み

政
策
解
説

ⅰ 　ガイドラインの全文は厚生労働省ホームページから閲覧
可能。https://www.mhlw.go.jp/content/10801000/000
914298.pdf　なお、協会が４月25日に発行予定の「医療政
策関連情報Vol.26」にも全文掲載予定である。
ⅱ 　金額についても、現行の初診5,000円から7,000円以上に
引き上げ(再診の場合は2,500円から3,000円以上)、引き上
げ分は初再診料から「控除」(保険給付外化)。

医療提供体制改革のクライマックス
外 来 機 能 報 告 制 度 が 施 行

病
院
の
　
　
　

機
能
分
化
構
想

特定機能病院

地域医療支援病院

紹介受診重点医療機関

かかりつけ医機能の病院

上記いずれでもない病院

診
療
所
の
　
　

機
能
分
化
構
想

かかりつけ医機能を担う

有床診療所のうち、重点医療機関になり得る医療機関

無床診療所のうち、重点医療機関になり得る医療機関

無床診療所であっても重点医療機関になり得る「蓋然性」の高い診療所

上記いずれでもない診療所

取ることが重要である。それは今回、報告が任意と
された無床診療所の「将来」についても同様であ
る。本制度が従来の医療提供体制改革の延長線上に
あることを踏まえた上で、今回のＧＬから国が本当
に考えていることは何かを以下、３つの着目点から
考察する。
　第一に、ＧＬには「診療科」について何も書かれ
ていない。だが無床診療所であっても診療科によっ
ては「医療資源を重点的に活用する外来」は存在す
るのではないか。
　そこで第二に、「無床診療所」についての記述に
注目したい。ＧＬは22年度について「無床診療所の
うち、医療資源を重点的に活用する外来を行ってい
る蓋然性の高い無床診療所を抽出し、あらかじめ当
該報告を行う意向を確認する」としている。という
ことは、無床診療所でも「該当する蓋然性の高い医
療機関」ならば「重点医療機関」の対象になり得る
と国は考えていることになる。
　裏返せば第三に、「蓋然性」のない無床診療所は
いずれの診療科を標榜していても、国の「二分法」
に従えば「重点医療機関」ではなく「かかりつけ医
機能を担う医療機関」とされることになる。ここで
も問題になるのはそのいずれにもあたらない無床診
療所がどうなるかである。
　以上の考察から浮上するのは、報告制度を用いた
外来機能分化が推進された将来において「重点医療
機関」になれない医療機関は「かかりつけ医機能」
を求められ、そのいずれにもなれない医療機関が
「淘汰」される危険性である。

定額負担拡大から
「かかりつけ医制度」へ？
　さて「重点医療機関」への「定額負担」拡大は、
「かかりつけ医」の紹介を経ない受診を「アメニ
ティ」と見做し、重点医療機関等への受診のために
は必ず決まった「かかりつけ医機能を担う医療機
関」を受診せねばならない「制度」、すなわち「か
かりつけ医」制度を志向するものである。
　したがって近い将来、国が16年に一旦見送った経
緯のある「かかりつけ医以外を受診した場合の定額
負担」を提案してくる可能性が高いと考えられる。
その仕組みを成立させるには、すべての患者が自分
のかかりつけ医を選び、「契約」や「登録」を行う
必要がある。それは国の悲願であるかつての「家庭
医構想」の実現を意味する。皆保険体制の原則であ
るフリーアクセスと自由開業が否定され、「かかり
つけ医」に対する診療報酬の「包括化」が図られる
ならば「出来高払い」に基づく「療養の給付」も終
焉を迎える。外来機能報告制度によって医療提供体
制改革が「クライマックス」を迎えると指摘する所
以である。

真の「かかりつけ医機能」
発揮のための対抗構想を

　新型コロナウイルス感染症の拡大によって「かか
りつけ医」の必要性を訴える言説が活発となってい
る。これを医療費抑制に利用させず、地域の医療者
が「かかりつけ医機能」も含めた専門性を一層発揮
できるよう、現場からの対抗構想と運動が求められ
る。

（図）

（表）予想される構想（協会作成）
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下
肢
創
傷
処
置
管
理
料
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
22
年
度
改
定
で
医
学
管

理
等
に
新
設
さ
れ
た
Ｂ
0
0
1

「
36
」
下
肢
創
傷
処
置
管
理
料

に
つ
い
て
、
施
設
基
準
で
求
め

ら
れ
て
い
る
医
師
の
「
下
肢
創

傷
処
置
に
関
す
る
適
切
な
研

修
」
に
は
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
う
も
の
か
。

　
Ａ
、
22
年
3
月
31
日
付
、
厚

労
省
疑
義
解
釈
に
よ
る
と
、
現

時
点
で
は
一
般
社
団
法
人
日
本

フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病
医
学
会

「
日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病
医

学
会
認
定
師
講
習
会
」
の
う
ち

「V
er.2

」
が
該
当
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
最
も
身
近
な
権
力
機
構
は
、
警

察
だ
ろ
う
。
直
接
に
実
力
行
使
で

き
る
組
織
で
、
武
器
も
持
つ
。

　
そ
の
活
動
が
政
治
的
に
偏
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
最
近
、
注

目
す
べ
き
判
決
が
相
次
い
だ
。

　
岐
阜
県
警
は
、
風
力
発
電
施
設

の
建
設
に
反
対
す
る
住
民
の
情
報

を
収
集
し
、
中
部
電
力
の
子
会
社

に
伝
え
て
い
た
。
岐
阜
地
裁
は
2

月
21
日
、
思
想
信
条
や
私
生
活
に

関
す
る
情
報
を
積
極
的
・
継
続
的

に
提
供
し
た
の
は
悪
質
だ
と
し

て
、
市
民
4
人
に
計
2
2
0
万
円

を
賠
償
す
る
よ
う
県
に
命
じ
た
。

　
北
海
道
警
は
2
0
1
9
年
の
参

院
選
で
街
頭
演
説
す
る
安
倍
首
相

に
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た
市
民
2
人
を

排
除
し
、
無
理
や
り
移
動
さ
せ
た

り
、
長
時
間
つ
き
ま
と
っ
た
り
し

た
。
札
幌
地
裁
は
3
月
25
日
、
表

現
の
自
由
や
移
動
の
自
由
を
侵
害

し
た
と
し
て
計
88
万
円
の
賠
償
を

道
に
命
じ
た
。

　
ど
ち
ら
も
警
備
公
安
の
分
野
で

あ
る
。
刑
事
、
生
活
安
全
、
交
通

な
ど
の
部
門
と
異
な
り
、
警
備
公

安
の
予
算
は
国
庫
負
担
。
実
質
的

に
警
察
庁
が
直
接
指
揮
す
る
。
刑

事
罰
の
た
め
の
捜
査
よ
り
、
情
報

収
集
、
未
然
防
止
を
重
視
す
る
。

　
警
察
の
中
で
は
エ
リ
ー
ト
部
門

だ
が
、
体
制
や
活
動
は
秘
密
の

ベ
ー
ル
の
中
。
極
左
、
右
翼
、
外

国
関
係
の
動
向
把
握
と
と
も
に
、

日
本
共
産
党
を
は
じ
め
と
す
る
左

翼
を
敵
視
し
、
労
働
運
動
、
市
民

運
動
の
情
報
も
集
め
る
。

　
関
係
者
の
行
動
監
視
、
ス
パ
イ

工
作
を
行
い
、
か
つ
て
は
共
産
党

幹
部
宅
の
電
話
盗
聴
も
発
覚
し

た
。
政
治
的
意
図
を
感
じ
さ
せ
る

捜
索
、
逮
捕
も
少
な
く
な
い
。

　
交
番
勤
務
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
地
域
課
の
警
官
も
、
公
安
情
報

収
集
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

　
戦
前
戦
中
の
内
務
省
・
警
察
は

強
い
権
限
を
持
ち
、
と
り
わ
け
特

高
警
察
は
政
治
弾
圧
や
拷
問
を
重

ね
た
。
こ
の
た
め
戦
後
、
警
察
は

自
治
体
ご
と
に
改
編
さ
れ
た
。

　
と
は
い
え
、
全
国
の
警
察
の
重

要
ポ
ス
ト
は
、
警
察
庁
の
キ
ャ
リ

ア
官
僚
が
握
っ
て
い
る
。

　
警
察
法
改
正
で
4
月
か
ら
警
察

庁
に
サ
イ
バ
ー
警
察
局
が
新
設
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
皇
宮
警
察
だ
け

だ
っ
た
国
家
警
察
の
直
接
業
務
部

門
。
ネ
ッ
ト
犯
罪
対
策
は
必
要
だ

が
、
は
た
し
て
、
そ
の
範
囲
の
捜

査
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

　
経
済
安
全
保
障
推
進
法
案
（
罰

則
付
き
）
が
国
会
を
通
れ
ば
、
企

業
活
動
や
研
究
者
に
も
監
視
が
強

ま
る
。
お
そ
ら
く
警
備
公
安
部
門

が
扱
う
分
野
に
な
り
、
天
下
り
も

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
第
2
次
安
倍
政
権
以
降
、
警
察

官
僚
が
官
房
副
長
官
を
務
め
、
ほ

か
に
も
政
府
中
枢
に
複
数
入
っ
て

い
る
。
岸
田
政
権
で
も
同
様
だ
。

　
地
方
で
は
公
務
員
の
定
数
削
減

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
犯
罪
は
激

減
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
警
察

官
は
増
員
さ
れ
て
き
た
。

　
筆
者
は
警
察
全
体
を
否
定
・
敵

視
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
事
件
の

捜
査
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

正
義
感
の
強
い
熱
心
な
刑
事
、
良

心
的
な
警
察
官
も
知
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
階
級
社
会
で
風
通
し
が

悪
く
、
労
働
組
合
は
禁
止
。
警
官

個
人
の
不
祥
事
は
と
も
か
く
、
職

務
執
行
や
組
織
の
活
動
に
関
し
て

は
、
め
っ
た
に
非
を
認
め
な
い
。

　
警
察
を
監
督
す
る
都
道
府
県
の

公
安
委
員
会
は
、
お
飾
り
に
近

い
。
情
報
公
開
、
個
人
情
報
開
示

の
制
度
も
、
捜
査
の
秘
密
、
治
安

に
か
か
わ
る
と
さ
れ
る
と
情
報
が

出
な
い
。
地
方
議
会
や
国
会
の
質

疑
も
同
様
に
限
界
が
あ
る
。

　
警
察
の
活
動
を
検
証
し
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
仕
組
み
が
乏
し
い

ま
ま
、
権
限
と
組
織
が
膨
張
し
て

い
く
の
は
、
怖
く
な
い
か
。

（
30
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
過
去
2
回
経
膣
自

然
分
娩
を
既
往
し
た
経
産
婦
で

あ
っ
て
、
今
回
も
経
膣
自
然
分

娩
で
男
児
（
第
3
子
）
を
出
産

し
5
日
後
に
退
院
し
た
。
産
後

1
カ
月
検
診
で
本
件
医
療
機
関

を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
担
当
医

が
経
膣
超
音
波
検
査
で
子
宮
内

に
貯
留
を
認
め
た
。
そ
こ
で
、

担
当
医
は
ゾ
ン
デ
で
子
宮
内
腔

方
向
を
確
認
し
た
上
で
、
胎
盤

鉗
子
で
子
宮
内
容
物
を
除
去
し

た
。
卵
膜
様
の
内
容
物
が
牽
引

さ
れ
た
際
に
患
者
は
強
い
疼
痛

て
緊
急
開
腹
し
て
子
宮
穿
孔
部

位
部
分
削
除
修
復
術
、
小
腸
部

分
削
除
縫
合
術
、
腹
腔
ド
レ

ナ
ー
ジ
が
実
施
さ
れ
た
。
手
術

時
間
は
約
2
時
間
で
あ
っ
た
。

患
者
は
後
遺
障
害
も
な
く
約
2

週
間
後
に
退
院
し
た
。

　
そ
の
後
、
患
者
側
は
慰
謝
料

を
請
求
。
患
者
が
今
回
の
事
故

で
育
児
が
で
き
ず
、
有
職
で
あ

る
患
者
の
母
親
が
新
生
児
の
面

倒
を
見
た
こ
と
に
よ
る
休
業
補

償
も
求
め
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
も
う
少
し

慎
重
に
子
宮
内
容
物
の
除
去
を

し
て
い
れ
ば
、
今
回
の
事
故
は

起
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
と
し

て
、
手
技
上
の
過
誤
を
認
め
て

謝
罪
し
た
。
な
お
、
事
故
後
は

患
者
に
医
療
費
を
請
求
し
て
い

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
4
カ
月
間
を
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
の
身
体
的
要
因
と
し

て
、
子
宮
が
後
屈
し
て
い
た
こ

と
は
事
実
と
し
て
あ
る
が
、
子

宮
穿
孔
や
小
腸
損
傷
を
来
し
た

理
由
と
は
言
え
な
い
。
子
宮
内

部
に
内
容
物
を
残
存
さ
せ
る
こ

と
は
、
必
ず
し
も
過
誤
と
は
言

え
な
い
。
し
か
し
、
医
療
機
関

側
の
主
張
通
り
、
除
去
術
を
よ

り
慎
重
に
行
っ
て
い
れ
ば
、
今

を
訴
え
た
の
で
、
癒
着
胎
盤
・

卵
膜
残
存
の
可
能
性
を
疑
い
、

組
織
を
一
部
採
取
し
て
子
宮
内

容
除
去
処
置
を
中
止
し
た
。

　
そ
の
後
、
担
当
医
は
子
宮
前

壁
の
損
傷
、
腸
管
損
傷
も
疑
い

緊
急
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
子
宮
前
壁
の
穿
孔
、
Ｃ

Ｔ
検
査
で
は free air

、
腹

水
貯
留
を
確
認
。
外
科
に
お
い

子
宮
内
容
除
去
時
に

 

子
宮
穿
孔
と
小
腸
損
傷

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
159

膨

張

す

る

警

察

権

力

回
の
事
故
は
避
け
ら
れ
た
と
判

断
さ
れ
、
医
療
過
誤
と
認
め
ら

れ
た
。

　
た
だ
し
、
示
談
交
渉
に
お
い

て
、
医
療
機
関
側
が
患
者
の
勢

い
に
負
け
て
徐
々
に
賠
償
金
額

を
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

結
果
と
し
て
医
師
賠
償
責
任
保

険
の
保
険
金
額
だ
け
で
は
足
り

な
く
な
り
、
医
療
機
関
が
自
己

負
担
し
た
。

〈
結
果
〉

　
ほ
ぼ
、
患
者
側
の
請
求
額
通

り
の
額
を
支
払
い
示
談
し
た
。

金
融
共
済
委
員
会

（
3
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
4
件
、
加
入
審
査

2
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。
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京都協会会員
 5,000円
他府県協会会員
 7,000円
各税込送料別

絶賛
発売中!!

医療安全講習会

医療事故に関わった職員のメンタルケアのあり方
日　時  5 月 12 日（木） 午後 2 時～ 3 時30分
形　式  ウェブ配信（Zoomウェビナー）
講　師  近本　亮 氏
 熊本大学病院　医療の質・安全管理部部長　教授
 ゼネラルリスクマネージャー　医療安全管理責任者

お申込み・詳細は右記QRコードまたは協会HPよりお願いします。

　重大な医療事故が発生すると、医療安全管理担当者にはさまざまな
対応が求められます。患者の回復のための最善の医療の提供や患者・
家族への説明などは、迅速な対応が求められます。職員に対しては事
故の状況のヒアリングが必要であり、医療事故に関わったことで精神
的ストレスを感じている事故の当事者にさらに負荷をかける可能性も
あります。医療安全管理担当者はメンタルヘルスケアについての知識
を得た上で、事故当事者と向き合うことが重要です。今回の講演で
は、メンタルヘルスケアの概略と、実際にインシデントに関わった職
員との関わりについて概説します。 ――― 講師コメント

◇ 会員の希望される専門家をご紹介します
◇ 随時、必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します
◇ 相談は無料（ただし、１事案１回限り）
※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、個別相談に移
行し有料になります

無 料 相 談協会の 詳細は
協会まで

法律 金融

税務 建築

雇 用 管 理

廃棄物処理



　
協
会
は
『
点
数
表
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
』
説
明
会
を
3
月
27

日
、
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
開
催
。

当
日
は
2
部
構
成
と
し
、
午
前

に
第
1
部
と
な
る「
入
院
」を
、

午
後
に
第
2
部
の
「
入
院
外
」

に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。
参

加
者
は
、
ウ
ェ
ブ
参
加
を
含
め

延
べ
5
9
4
人
に
上
っ
た
。
ま

た
3
月
26
日
に
は
福
知
山
市
で

も
同
説
明
会
を
開
催
。
参
加
者

は
40
人
と
な
っ
た
。

　
27
日
の
説
明
会
で
は
『
点
数

表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
』（
保
団

連
発
行
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、
協

会
役
員
の
講
師
団
が
わ
か
り
や

す
く
説
明
。
改
定
の
具
体
的
内

容
と
し
て
、
一
般
病
棟
の
「
重

症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」

の
評
価
項
目
の
変
更
や
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

入
院
料
・
地
域
包
括
ケ
ア
入
院

料
の
再
編
、「
外
来
感
染
対
策

向
上
加
算
」「
電
子
的
保
健
医

療
情
報
活
用
加
算
」
な
ど
初
再

診
時
の
加
算
の
新
設
、
初
診
料

の
機
能
強
化
加
算
の
施
設
基
準

変
更
、
入
院
外
点
数
に
お
け
る

デ
ー
タ
提
出
加
算
の
導
入
、
血

糖
自
己
測
定
器
加
算
の
間
歇
ス

キ
ャ
ン
式
持
続
血
糖
測
定
器
に

よ
る
も
の
の
対
象
緩
和
、
検
体

採
取
や
注
射
の
点
数
引
き
上

げ
、
耳
鼻
咽
喉
科
乳
幼
児
処
置

加
算
・
同
小
児
抗
菌
薬
適
正
使

用
支
援
加
算
、
リ
フ
ィ
ル
処

方
、
湿
布
薬
の
処
方
枚
数
制
限

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
当
日
の
様
子
は
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
保
険
医
専
用
サ
イ

ト
に
期
間
限
定
で
公
開
し
て
い

る
。
復
習
等
に
ぜ
ひ
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
（
ロ
グ
イ
ン

I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
本
紙

1
面
欄
外
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

https://healthnet.jp/
tv_for_m

em
ber/tv_

for_m
em
ber-36839/

　
協
会
が
呼
び
か
け
人
で
実
行

委
員
会
に
加
わ
っ
て
い
る
「
バ

イ
バ
イ
原
発
き
ょ
う
と
」
の
集

会
が
、
3
月
12
日
に
円
山
野
外

音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
21
年

に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
実
施
し
て
の
集
会
開
催
と

な
っ
た
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
下
で
あ
っ
た
た
め
、
デ
モ

は
中
止
と
し
、
会
場
に
来
場
し

な
く
と
も
参
加
で
き
る
よ
う
、

Y
ouT

ube

で
の
同
時
配
信

を
行
っ
た
。

　
集
会
で
は
、
京
都
大
学
複
合

原
子
力
科
学
研
究
所
研
究
員
の

今
中
哲
二
氏
が
「
福
島
の
放
射

能
汚
染
と
福
島
原
発
の
後
始

末
」
と
題
し
て

講
演
。
福
島
原

発
事
故
は
情
報

統
制
も
含
め
人

災
だ
と
断
じ
、

事
故
の
後
始
末

は
私
た
ち
が
生

き
て
い
る
間
に

は
完
了
し
な
い

と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　
続
く
ス
ピ
ー

チ
で
は
4
人
が

登
壇
。
福
井
県

若
狭
町
在
住
の
石
地
優
氏
が
老

朽
原
発
廃
止
と
原
発
ゼ
ロ
の
訴

え
を
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
左

京
の
会
の
宗
川
吉
汪
氏
が
福
島

の
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
問
題

を
、
原
発
賠
償
京
都
訴
訟
団
原

告
の
萩
原
ゆ
き
み
氏
が
避
難
者

家
族
の
実
情
を
、
気
候
危
機
ア

ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
田
中
暁
氏
が

脱
石
炭
・
脱
原
発
で
気
候
危
機

打
開
の
訴
え
を
行
っ
た
。

　
決
議
で
は
、
▽
福
島
原
発
事

故
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
暮
ら

し
・
健
康
・
環
境
・
地
域
社
会

を
国
と
東
京
電
力
に
償
わ
せ
よ

う
▽
政
府
・
東
京
電
力
に
福
島

原
発
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放

出
を
や
め
さ
せ
よ
う
▽
東
京
電

力
刑
事
裁
判
、
東
京
高
裁
で
勝

利
し
、
福
島
原
発
事
故
の
刑
事

責
任
を
東
電
旧
経
営
陣
に
と
ら

せ
よ
う
▽
地
震
列
島
・
日
本
、

高
浜
原
発
な
ど
の
老
朽
原
発
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
原
発
の
再

稼
働
を
や
め
さ
せ
よ
う
▽
原
発

推
進
は
直
面
す
る
気
候
危
機
打

開
に
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。

省
エ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
気
候
危
機
を
打
開
し
よ

う
▽
脱
原
発
社
会
を
一
日
も
早

く
実
現
し
よ
う
―
の
項
目
を
採

択
し
た
。

　
私
が
医
者
に
な
っ
た
頃
は
、
が

ん
は
死
に
直
結
す
る
病
気
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た

め
患
者
さ
ん
に
が
ん
の
告
知
を
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

今
や
が
ん
は
原
則
的
に
患
者
さ
ん

に
告
知
す
る
病
気
に
な
っ
て
い

る
。
が
ん
が
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
よ
り
、
が
ん
が
完
治
を
目
指

せ
る
疾
患
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
が
ん
の
治
療
は
医
師
が
一
方

的
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、
患
者

さ
ん
も
主
体
的
に
治
療
に
関
わ
っ

て
い
く
と
の
考
え
方
が
浸
透
し
て

き
た
た
め
で
あ
る
。

　
ず
い
ぶ
ん
と
昔
の
こ
と
な
の
だ

が
、
が
ん
の
告
知
で
思
い
出
す
の

が
Ｔ
さ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
夫
に

先
立
た
れ
、
ひ
と
り
息
子
と
も
音

信
が
な
く
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
た
。
胃
の
調
子
が
悪
い
と
言
う

の
で
、
胃
内
視
鏡
を
し
た
と
こ
ろ

胃
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
。
早
期
が

ん
で
手
術
す
れ
ば
完
治
が
望
め
る

状
態
で
あ
っ
た
。

　「
先
生
、
胃
カ
メ
ラ
の
結
果
は

ど
う
で
し
た
か
」

　「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
で
、
顕
微
鏡
で
み
る

検
査
を
し
て
お
き
ま
し
た
」

　「
が
ん
な
の
で
す
か
」

　「
そ
の
疑
い
も
あ
り
ま
す
が
、

手
術
を
す
れ
ば
大
丈
夫
で
す
か

ら
」

　「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
で
す
か
」

　「
大
丈
夫
で
す
。
1
週
間
す
れ

ば
顕
微
鏡
で
の
結
果
が
出
ま
す
の

で
来
院
し
て
下
さ
い
」

　
精
神
的
に
不
安
定
な
Ｔ
さ
ん
な

の
で
、
い
き
な
り
が
ん
と
言
い
切

る
の
も
気
が
引
け
た
。
1
週
間
の

間
に
気
を
落
ち
着
け
て
も
ら
っ
て

か
ら
説
明
を
し
て
、
病
院
に
紹
介

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
翌
日
の

こ
と
、
農
薬
を
飲
ん
だ
と
言
っ
て

憔
悴
し
き
っ
て
来
院
さ
れ
た
。

　「
が
ん
な
の
で
、
も
う
死
ん
で

し
ま
っ
た
方
が
良
い
の
で
す
」

　「
が
ん
で
も
早
期
な
の
で
大
丈

夫
と
言
っ
た
で
し
ょ
」

　「
で
も
、
が
ん
な
の
で
し
ょ
。

手
術
も
嫌
な
の
で
す
」

　
何
と
か
連
日
、
点
滴
を
し
て
一

命
を
と
り
と
め
た
。
こ
の
時
の
採

血
デ
ー
タ
で
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ゼ
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
る
。
1
週
間
ほ
ど
し

て
、
や
っ
と
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ゼ
が
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

時
に
は
ホ
ッ
と
し
た
。

　「
手
術
す
れ
ば
助
か
る
の
で
す

か
ら
、
手
術
し
ま
し
ょ
う
」

　「
手
術
は
嫌
で
す
」

　
頑
と
し
て
手
術
を
受
け
入
れ
て

く
れ
な
い
。
と
言
っ
て
、
50
歳
代

の
Ｔ
さ
ん
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

わ
け
に
も
い
か
な
い
。

　「
息
子
さ
ん
と
相
談
さ
れ
ま
し

た
か
」

　「
息
子
と
は
、
こ
の
10
年
会
っ

て
い
ま
せ
ん
。
住
所
も
分
か
り
ま

せ
ん
」

　
少
な
く
と
も
息
子
さ
ん
に
は
説

明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
説
得
し
て
も
ら
う
よ

り
他
に
方
法
が
な
い
。
い
ろ
い
ろ

と
考
え
た
の
だ
が
、
行
政
に
相
談

す
る
こ
と
に
し
た
。
行
政
も
、
個

人
情
報
の
こ
と
な
の
で
息
子
さ
ん

の
住
所
を
教
え
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
最
初
は
渋
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
事
情
を
説
明
す
る
と
、
人

命
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
仕
方

な
い
で
す
ね
と
調
べ
て
く
れ
た
。

　「
久
し
ぶ
り
に
息
子
か
ら
電
話

が
あ
り
ま
し
た
」

　「
そ
う
で
す
か
」

　「
何
故
だ
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
胃
が
ん
の
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
し
た
」

　「
は
あ
」

　「
手
術
す
る
よ
う
に
説
得
さ
れ

ま
し
た
。
考
え
た
の
で
す
が
、
手

術
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
す
」

　「
そ
う
し
て
下
さ
い
。
手
術
す

れ
ば
命
は
助
か
り
ま
す
か
ら
」

　「
勝
手
に
出
て
行
っ
た
息
子
な

の
に
、
心
配
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
」

　
手
術
ま
で
に
、
ほ
と
ん
ど
半
年

が
経
過
し
て
い
た
。
途
中
で
再
度

内
視
鏡
を
し
た
。
農
薬
に
よ
る
粘

膜
の
た
だ
れ
が
激
し
か
っ
た
が
、

が
ん
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な

か
っ
た
。
そ
し
て
病
院
に
紹
介
し

て
胃
切
除
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　「
あ
の
時
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
」

　「
お
元
気
に
な
ら
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
ね
」

　「
で
も
、
い
つ
再
発
す
る
か
と

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
」

　「
再
発
の
可
能
性
は
低
い
で
す

よ
。
手
術
で
完
全
に
取
り
切
れ
た

と
病
院
か
ら
も
報
告
が
あ
り
ま
し

た
」

　「
本
当
な
の
で
す
か
。
よ
か
っ

た
」

　
ち
ょ
う
ど
介
護
保
険
の
始
ま
っ

た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
の
後

も
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
外
来
に
お
見
え
に
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
近

所
の
方
か
ら
、
Ｔ
さ
ん
は
息
子
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
行
か
れ
た
と
聞
い

た
。
今
度
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
息
子

さ
ん
と
の
仲
直
り
に
も
役
立
っ
て

く
れ
た
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

が

ん

の

告

知

飯田 泰啓（相楽）

22診診診
察
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第 10 回

　
山
本
達
子
氏
（
享
年
94
、
宇

治
久
世
）
2
0
2
1
年
7
月
3

日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
辻
市
太
郎
氏
（
享
年
89
、
伏

見
）
3
月
25
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
協
会
理
事
：
1
9
9
3
年
〜

1
9
9
8
年　

協
会
副
理
事

長
：
1
9
9
9
年
〜
2
0
0
0

年　
協
会
監
事
：
2
0
0
0
年

〜
2
0
0
6
年 訃

　
報

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
説
明
会
を
開
催

 
動
画
も
配
信
中
！ 

ご
活
用
を

原発NO! を訴えて
1200人が参集

「バイバイ原発」を一斉に掲げる参加者

バイバイ原発３・12きょうと

　　 明日のための
　　 安心設計 　　　 安心設計 保険医年金 春普及開始　　 安心設計 

運用
実績 1.407％（予定利率1.259％＋2020年度配当0.148％）
※予定利率（最低保証利率）2022年１月１日現在1.259％→７月１日から、1.140％

2020年度の配当率は 0.148％

春普及は 4 月 1 日～ 6 月20日まで1

2
※ 大樹生命・富国生命の営業職員がご連絡をすることがあります。
その節は、ご対応等よろしくお願いします。

加入資格 満74歳までの協会会員（月払増口・一時払の申込は満79歳まで）
加入口数 月　払 1口 1万円 30口限度（30万円／月）

一時払 1口50万円 １回につき40口（2,000万円）まで
引受保険会社：大樹生命・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命

会員投稿を募集中
「私のすすめる…」では、
本・映画・音楽等、新旧
ジャンルを問わず、心に
残った作品紹介の投稿を
募集しています。800字
以内。掲載後、記念品を
贈呈します。
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